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1. はじめに 

最近の気候変動の影響は世界中の人々の生活にひ

たひたと押し寄せている。産業革命以来、我々が推し

進めてきたエネルギー革命や技術革新による急激な

環境変化の負の面が、我々自身にフィードバックし、

地球環境を次の新たな段階に突入させた。さらに、地

球の爆発的な人口増加による食糧、水、エネルギー不

足や偏在は今世紀の大課題である。穏やかな環境を

維持し地球が持続的に成長していく道は果たしてあ

るのだろうか。大学人も環境問題だけでなく、食糧・

水・エネルギーの問題に警鐘を鳴らしつつ、この問題

に明るい未来を切り開くべく教育・研究に取り組ん

でいる。 

私の所属する学科も、学部改組に伴い水に関する

課題解決に挑戦する目標を加え、平成 28年度より土

木工学科を水環境・土木工学科に改組する。学生の定

員も 45 名から 60 名に増員される。また、水環境プ

ログラムと土木プログラムの２プログラムがカリキ

ュラムに設定され、水環境プログラムのための教員

の増員も図られる。ここでは学部改組に伴う水環境・

土木工学科開設までの取り組みについて紹介する。

新学科の立ち上げは、工学部の改組案に基づき進め

られたので、まずは当時の工学部改組案の当新学科

に関連する部分を抜粋して示す。 

 

2. 工学部の改組案 

水環境・土木工学科を新設し、教育研究分野として、

水環境と土木を設ける。水環境分野では、河川水や工

業用水などの浄化により飲用水を創出すると共に、

それらの水に含まれる資源の抽出を可能とする浄化

膜技術の開発や安全・安心な水資源の創出、及び社会

実装を目指す。 

大 枠 

①  学科、学科内のコース（後にプログラムに改変）

の２層構造とする。 

② コースの定員は学生の希望等も考慮して柔軟に

対処する。 

③ 入試科目は学科内では統一する。 

④ 従来の学科をスクラップ＆ビルドして、コースと

して再構成する。構成上問題の指摘がない学科は

ほぼそのままコースとして構成する。 

⑤ 学科横断の特別のコースを３年次からのコース

として別途用意する。このコースには選抜試験を

課し、大学院への進学を基本とする。 

⑥ カリキュラムはリベラルアーツ、学部共通科目、

学科共通科目、コース専門科目に分け、リベラル

アーツは４年間を通じての教育を基本とする。他

の３つは高学年に行くほど専門性の増す科目を

配置する。 

⑦ 卒業研究の配属は学科内でコース横断的に行う。 

⑧ 教員組織は学生対応を考え、学生組織とほぼ対応

させるが、授業はこの組織に関わらず横断的に担

当する。 

以下に 2014年から始まった水環境・土木工学科の

開設に至る当学科の取り組みについて述べる。まず、

１．将来像について検討し、方針が定まった後、２．

ワーキング・グループを立ち上げて、詳細を決めた。 

なお、文科省のヒアリングに向け、2014 年 11 月

に以下の３点で改組の目的の明確化が図られた結果、

翌 12月に改組の観点の見直しが通達された。 

・学科の教育プログラムで特色を出す。 

・社会的課題の解決を目指す教育研究分野。 

・高校生が迷わない学科名、教育プログラム名。 

そのため、当初、学科内を複数のコースに分けるこ

ととしていたが、これを取りやめ、学科に複数の教育

プログラムを設定することに改変された。 

 

3. 将来像について 

現状を分析し、新学科の将来像について話し合っ

た。 

3.1 土木工学科の現状（当時） 

土木工学の学問分野は、1)構造系、2) コンクリー

ト系、3) 建設技術マネジメント系、4) 地盤系、5) 水

理系、6) 環境・エネルギー系、7) 計画系、の７分野

に大別される。 

土木工学科では、2014年時点で、教授５名、准教

授５名、助教３名の計１３名（平成２７年４月１日か

らは教授退職により１２名）の教員により、上記各分

野の教育・研究をしている（http://www.shinshu-

u.ac.jp/faculty/engineering/labo/）。 
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3.2 新学科の将来像 

組 織 

① 学部改組にあわせ、現土木工学科を廃止し、土木

工学と水環境にまたがる水環境･社会工学科（そ

の後、水環境･土木工学科に変更）を新設する 

② 新学科では、従来の土木工学の中の水に関する

学問に加え、土木工学の枠を超えた、水に関する

広範囲な学問を教育･研究する。 

③ 新学科の教育・研究活動は、アクア・イノベーシ

ョン拠点(COI)の活動とも連携する。 

④ 新学科完成時点では、学科の教員数が増員され

ることを前提に、水環境系と水理･環境系を除く

土木系でほぼ、半数ずつの教員数とする。 

教員配置 

① 新学科の設置が認められた場合には、今後、土木

工学の学問分野としての水理系（環境系を含む）、

及び旧来の土木の枠を超える水処理･水資源関

係の各々について、教員増を検討する。 

② 現在の土木工学科を担当している教員のうち、

水に関する事項を専門としている者は、水環境

系の教育･研究の担当とする。 

③ 現在の土木工学科の 3 本柱である「社会基盤」、

「環境防災」および「地域計画」の教育・研究は、

これを縮小することなく引き継ぎ、教育・研究成

果は海外でも通用するものとなるよう質の向上

を図る。 

 

4. ワーキング 

新学科の将来像、方針について決まったところで

ワーキング・グループを立ち上げた。カリキュラムは

前述の２プログラムが編成されることとなったが、

当初は新学科に環境・水資源プログラム（現、水環境

プログラム）と社会基盤プログラム（現、土木プログ

ラム）の２プログラムを組織する方針としていたた

め、プログラムに分かれてワーキングし、その話し合

い結果を全体ワーキングに複数回にわたって持ち寄

り検討する方式をとった。その後、新学科の課程編成

の考え方、特色等を整理し、カリキュラム編成に取り

掛かった。社会基盤プログラムについては旧土木工

学科のカリキュラムを引き継ぐため大きな変更はな

いので、ここでは主に環境・水資源プログラムのワー

キングについて紹介する。 

まず、2014年 4月にプログラムの教育・研究のブ

ループリントを作成した。ブループリントでは、1) プ

ログラムの主たる目的の設定、 2)関連する事象の検

討、3)授業科目、4)出口（進路先）について検討した。

以下に当初版を示す。 

4.1 ブループリント 

主たる目的 

水源・水域の環境・水資源リ－ダ－の育成 

関連事象 

背景 世界人口増加・途上国の工業化・気候変動  

→ 現象 水・食料・エネルギー不足・極端な気象現

象の増加  

→ 問題 水資源の確保・洪水など水災害の増加  

→ 結果 水資源の地下水への依存度の増加・水イ

ンフラの脆弱性の露呈 

→ 課題 水環境との持続的共生 

リ－ダ－に求められている知識・素養 

a) 水循環システムの包括的理解 

b) 食料・エネルギー問題と水の関係の理解 

c) 表流水・地下水など水資源の持続的な統合管理

と利用についての知識 

d) 水資源の減少となる汚染など水質面の理解 

e) 浄化技術の理解 

f) 水災害の理解とそれに対する水政策・水インフ

ラ 

g) 流域の調査・計測・評価・管理方法 

授業科目 (現在の科目名とは必ずしも一致しない) 

方 針 

重複科目の統合・名称の適切化、社会基盤コ－スと

の共通科目の設定と開講時期 

a) 水文学、地圏環境学 （水循環システムの包括的

理解） 

b) 水資源工学、食料・エネルギー工学（食料・エネ

ルギー問題と水の関係の理解） 

c) 水理学、地下水資源学、河川工学（表流水・地下

水など水資源の持続的な管理と利用についての

知識） 

d) 水資源化学、水生態学、地水環境科学、環境アセ

スメント（水資源の減少となる汚染など水質面

の理解） 

e) 水処理学、衛生工学（浄化技術の理解） 

f) 水文気象気候変動学、水災害工学、水政策学、水

環境統計学（水災害の理解とそれに対する水政

策・水インフラ） 

g) 水環境実験、化学的調査法(実習)、物理的調査法

(実習)、数値解析法、ＧＩＳ、リモ－トセンシン

グ（流域の調査・計測・評価・管理） 

出 口（進路先） 

環境・水資源コース（現、水環境プログラム）： 

進学 大学院、サステナブル・ウォーターコース 

就職 水・環境の知識を生かせる分野 

地方・国家公務員（建設部、環境部、上下水道局、
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水資源条例を持つ自治体（多数）、水資源機構、・・・）、

水関連コンサル、水ビジネス分野、飲料メーカー、

水資源開発会社、商社、ＪＩＣＡ、ゼネコン、プラ

ント会社、教員、その他：膜処理技術、水源林保全、

気象関係、・・・ 

社会基盤コ－ス（現、土木プログラム）： 

大学院進学、官公庁・鉄道・道路関係、建設系会社、

電力・ガス・プラント関係 

 

次に、2014年 6月～11月にかけて新学科の理念、

アドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、

デイプロマポリシー、育成する人材像について検討

を行った。2014 年 12 月には時間割シミュレーショ

ンを実施した。（2014 年 12 月、文科省ヒアリング） 

4.2 新学科の理念・目標 

定めた新学科の理念・目標を以下に示す。 

理念・目標 

21世紀の健全な水循環システムの構築と安全・安

心で快適な生活環境の創造に関する教育・研究で社

会に貢献する。そのために、社会と地域の発展のため

に活躍できる人、幅広い見識を持ち総合的な問題解

決能力を有する技術者の養成を行う。  

☆水環境：循環する水資源を管理し、有効利用する

ための水資源分野、暮らしのための水を造り出し、汚

染された水を再生するための水処理分野、清浄な水

環境を保全し、生活環境を守るための水保全分野の

教育・研究  

☆土木：人々の生命や財産を守る社会施設を整備

するための社会基盤分野、自然と調和し共生しなが

ら、自然災害による被害を軽減するための環境防災

分野、人々が快適に暮らせるまちをデザインするた

めの地域計画分野の教育研究 

4.3 新学科の課程編成の考え方，特色等 

検討した結果、以下のように整理された。 

a) 水環境・土木工学科は、「水環境」と「土木工

学」の２つのプログラムからなり、21 世紀の

健全な水循環システムの構築と安全・安心で快

適な生活環境の創造に関する教育・研究を行う。 

b) 学生は、専門的興味や将来の進路に応じてプロ

グラムを選択できる（図-1参照）。 

c) 社会基盤分野、環境防災分野、地域計画分野を

柱とする土木工学科に水資源分野、水処理分野、

水保全分野を柱とする水環境を融合し、学術研

究や産業界の動向に対応するカリキュラムを

構築する。 

d) １年次は、両プログラムともに、自然科学に関

する幅広い知識の修得と豊かな教養を身につ

けるとともに、技術者に必要な心構えや倫理に

ついて学習する。 

e) ２年次前半は，両プログラムに共通する専門基

礎科目・演習科目によって、技術者に必要とさ

れる基礎的な原理を理解し、社会におけるさま

ざまな課題について分析し評価する能力や思

考力を養う。 

f) ２年次後半以降において、いずれかのプログラ

ムを選択する．水環境プログラムでは、「水資

源」、「水処理」および「水保全」、土木プログ

ラムでは，「社会基盤」、「環境防災」および「地

域計画」のそれぞれの分野に応じて、自ら選択

したカリキュラムを通して深い専門知識を習

得する。 

g) 両プログラムともに実験・実習科目や総合演習

を通して、課題の発見から問題解決に至るまで

の総合的な能力とグループで課題に取り組ん

でいくために必要な対話力を身につける。 

h) 最終年次は、ゼミや卒業研究を通して各々の分

野の専門知識をさらに深めるとともに、研究の

方法を学び、それを表現する能力を身につける。 

以上のように、学生の希望と将来の進路に合わせ

て社会と地域の発展のために活躍できる人や、幅広

い見識を持ち総合的な問題解決能力を有する技術者

を養成するためのプログラムを提供する。 

 

5. おわりに 

2016年度から新学科がいよいよスタートする。改

組に伴い、４教員が他学科および他研究所より当学

科に移籍し、水環境の教育・研究の一部を担う。しか

し、旧学科の学生が卒業するまで旧所属の教育も合

わせて担うことになるので、新学科にとって難しい

運営がしばらく続く。それにも増して、新体制による

水環境・土木工学研究の新局面に大きな期待を寄せ

ずにはいられない。折しも国内では 2014年に「水循

環基本法」が施行され、自治体では健全な水循環を目

指し、水環境基本計画の策定が進められている。世界

では、水不足に伴う災害と洪水災害などの両極端の

水災害が混在している。新学科の社会に果たす役割

は大変大きなものになるだろう。 
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図 1 水環境・土木工学科のカリキュラム履修例マップ  

(http://www.shinshu-u.ac.jp/faculty/engineering/department/water_civil/about/) 
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